
 

 

 

 

Ｇ７伊勢志摩サミット開催地域の市民社会からの提言 

私たちＧ７伊勢志摩サミット開催地域の市民社会は、地域課題とグローバルな課題のつながりを深く認識し、

2016 年 5 月 24 日「市民の伊勢志摩サミット」で採択された私たちの意志を、Ｇ７各国首脳に提言します。 

 

【災害】被災者主体で災害を力強く乗り越える強靱な市民社会を育む取り組みの強化を 

 

（使用するキーワード） 

「人道憲章と人道対応に関する最低基準（スフィア基準）」「被災当事者参加」「地球環境の変化によるハ

ザードの大規模化と都市化による被害の甚大化」「多様な分野のボランティア・NPO・NGO」「中間支援組織」

「災害時における活動環境」「企業の支援」「科学技術」「まちづくり」「事前復興計画」「地区防災計画」「防

災教育」 

 

【地域の現状】 

 日本、特に東海地方は繰り返し南海トラフを震源とする大地震・津波により繰り返し大きな被害を受けつ

つ、それを乗り越えて発展してきました。その経験の中で培われてきた防災や減災、災害対応における市民

の取り組みは、広く世界に発信できるものが多くあります。その一方、日本国内での被災者支援の取り組み

では、世界的に共有された最低基準を満たすことが十分にできていないところも多く、それは今年発生した

2016 年（平成 28 年）熊本地震の被災地でも多くの方が災害関連死で亡くなるなど、大きな課題となってい

ます。また、被災者と支援者をつなぐ中間支援組織の体制もまだまだ不十分です。 

 

【グローバルな取り組みの必要性】 

 グローバリゼーションと技術の進歩により、人種・社会階層・障がいの有無・価値観などあらゆる面で地

域に居住する人の多様化が進んでいます。一方で、気候変動や社会環境の変化により災害による被害も多様

化深刻化しつつあります。特に、2004 年のスマトラ地震など超広域災害においては被災国が複数になる上、

被災国それぞれが自国の対応を行うだけでは、十分な対応が取れない状況が生じています。このような災害

に対応するためには、地域の自助努力のみならず、空間的にも属性的にも多様な主体の連携が不可欠です。 

 

従って私たちは、Ｇ７各国政府、そしてとりわけ議長国である日本政府に対して、以下の措置を取ることを

求めます。 

 

・ 人道憲章と人道対応に関する最低基準（スフィア基準）の普及と地域化 

発展途上国で起こる災害はもちろん、東日本大震災をはじめ先進国で起こる災害被災地においても、被

災者の心と体の健康、そして尊厳が十分に守られているとは言えない現状があります。Ｇ７各国政府、

とりわけ議長国である日本国政府は、人道憲章と人道対応に関する最低基準（スフィア基準）を率先し



 

 

 

 

て取り入れ、各国の国内事情に合わせて地域化を行って各国内における防災・減災・復興政策やマニュ

アルに反映すべきです。 

 

・ 防災・減災・復興政策決定プロセスへの被災当事者参画の保障 

被災した直後の生活から、ひとりも取りこぼすことなくすべての被災者が人間としての心と体の健康、

そして尊厳を守ることができる仕組みを各国政府と市民が共に創りあげることが大切です。各国政府は

防災、減災、復興の各政策決定プロセスに被災当事者の参画、特に女性や子ども、高齢者、外国人、障

がい者、妊産婦、慢性疾患患者など災害時に多様な困難に直面する方々の声を届けることができるステ

ークホルダーを被災地の住民構成に沿って加えることを保障すべきです。 

 

・ ハザードの大規模化、被害の甚大化に対応できる支援プラットフォームの構築 

地球環境の変化や人類社会の都市化により、ハザードが大規模化かつ頻発化すると共に、ひとたび災害

につながった場合の被害が甚大化、深刻化しています。各国政府は、被災地域住民の支えあいを基本と

しつつ、被災者主体の復興を加速するために、ボランティア・NPO・NGO、企業、自治体、国、国同士が

活動規模に依らず、地域、分野をまたいで連携するプラットフォームの構築を推進すべきです。そのた

めに地域や各国内、国家間、各分野間などをつなぐ中間支援組織の構築を支援すべきです。 

 

・ 地域の支えあいや多様な分野のボランティア・NPO・NGO 活動の支援 

減災、復興過程において、地域の支えあいや多様な分野のボランティア・NPO・NGO 活動は公的支援と補

完し合う大切な役割を果たしています。特に女性や子ども、高齢者、外国人、障がい者、妊産婦、慢性

疾患患者といった多様な困難に直面する方々への支援は、平常時から支援活動を続けている各分野のボ

ランティア・NPO・NGO 団体が災害時に果たす役割が重要になります。各国政府は、それぞれの地域特性

を尊重した地域の支えあいの仕組みの強化や、多様な分野のボランティア・NPO・NGO 活動への平常時か

らの支援、災害時における速やかな活動環境の構築を推進すべきです。 

 

・ あらゆる企業が業態・規模・事業内容に応じて被災者支援に取り組める仕組みや制度の充実 

企業が持つ様々な資源の提供や専門性を活かした支援事業は、被災者の復興において欠かすことのでき

ない役割を果たしています。各国政府は、あらゆる企業が業態・規模・事業内容などの実態に応じて率

先して被災者支援に取り組めるよう、仕組みや制度を整えるべきです。 

 

・ 被害を軽減する科学技術開発や防災・減災学への支援と事前復興計画を反映したまちづくりの推進 

災害に対する知見や科学技術の発達により、災害のリスクを事前に想定できるようになり、被害を軽減

することができるようになってきていますが、その事前想定が都市計画などに十分活かされず、被害軽

減の取り組みも十分ではありません。各国政府は、災害対策に資する科学技術開発や防災・減災学の発



 

 

 

 

展を支援すると共に、その情報公開に取り組み、災害に強いまちづくりに活かすべきです。また、災害

発生時の被害軽減や地域の文化・伝統を守った復興を実現するための事前復興計画、および地域住民自

身による防災計画（地区防災計画）策定のための仕組みや制度を整えるべきです。 

 

以上の提言を実現するためのもっとも基礎となるべき取り組みとして、以下を提言します。 

 

・ 災害にあわない、災害にあっても力強く乗りこえる強靱な市民が育つ防災教育の実施 

災害は生命そのもの、心や体の健康、個人の尊厳、大切な財産の喪失につながるにも関わらず、災害対

策においてもっとも効果が高い個人の防災意識向上、災害にあっても力強く乗りこえる強靱性強化に繋

がる防災教育が十分に行われているとは言えない状況です。各国政府は、各地域のハザードをより分か

りやすく可視化すると共に、地域特性に応じ、災害にあわない、災害にあっても力強く乗りこえる強靱

な市民が育つ防災教育を子どもの頃から継続的に実施し、主体的な学びによって市民社会の行動規範に

防災意識が日常的に組み込まれるよう取り組むべきです。 

・  

  (2016 年 5 月 23 日) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

■呼びかけ団体/賛同団体（者）32 団体 75 名 （5 月 28 日現在） 

 

 特定非営利活動法人 みえ防災市民会議  

 認定特定非営利活動法人 レスキューストックヤード 

 地域防災ネット中部 

 川口 淳（三重大学工学研究科  准教授） 

 阪本 真由美（名古屋大学減災連携研究センター 特任准教授） 

 小山 真紀（岐阜大学流域圏科学研究センター准教授） 

 特定非営利活動法人 防災ネットワークうべ 

 特定非営利活動法人 ワークスタイル・デザイン 

 認定特定非営利活動法人 名古屋 NGO センター 

 ハローボランティア・ネットワークみえ 

 ふれあい「えのき」 

 みえ防災市民会議/坂本信弘 

 ユニバーサルデザイン・ステップ 

 レック 

 安城防災ネット 

 一般社団法人 地域連携プラットフォーム 

 一般社団法人 四日市薬剤師会 

 京都滋賀つぼみの会 

 公益財団法人 アジア保健研修所 

 国際救急法研究所 

 特定非営利活動法人 アフリカ日本協議会（AJF) 

 特定非営利活動法人 みえＮＰＯネットワークセンター 

 特定非営利活動法人 四日市ＮＰＯ協会 

 特定非営利活動法人 市民社会研究所 

 特定非営利活動法人 日本ファーストエイドソサェティ 

 不戦ヘのネットワーク 

 公益財団法人アジア 保健研修所 

 名古屋 NGO センター 

 エンジェルランプ 〜男女平等参画の視点で防災・減災を考える会 

 特定非営利活動法人 泉京・垂井 

 特定非営利活動法人 ユニバーサル就労センター 

 合同会社グリーンアンブレラ 



 

 

 

 

 特定非営利活活動法人 陸前高田八起プロジェクト 理事 蒲生 哲 

 にいがた災害ボランティアネットワーク事務局長・李仁鉄 

 泉区災害ボランティア連絡会副会長 江尻哲二 

 特定非営利活動法人 働く犬を支援する会 理事 栗田直枝 

 認定特定非営利活動法人 レスキューストックヤード/宇佐美吉紀 

 安井 竹史 

 安孫子 一也 

 宇佐美 良知 

 奥村 順子 

 横井直己 : 愛知防災リーダー会会員 

 加藤 元 

 株式会社レスキューナウ危機管理研究所 代表取締役 市川啓一 

 乾 光哉 

 岸江 竜彦 

 岩井 慶次 

 岩田 英弥 

 吉島 隆子 

 近藤 吉輝 

 鍵屋 一 

 工藤 志保 

 荒川 宏 

 香川 由美 

 高橋 昌子 

 今井田 正一 

 佐藤 仁志 

 佐伯 欽三 

 三田 景子 

 山崎 英雄 

 山田 美香子 

 松野 博 

 植山 利昭（川崎･災害ボランティアネットワーク会議代表) 

 神田 すみれ 

 水上 知之 

 菅原 千賀子 



 

 

 

 

 清水 香子 

 西井 和裕 

 西川 泰弘 

 浅野 幸子 

 大西 正勝 

 滝 栄一 

 長岡 素彦 

 鳥井 早葉子 

 津賀 高幸  

 津山 直子 

 堤 泰友 

 渡辺 千明 

 渡辺 日出夫 

 藤原 龍司 

 藤野 千秋 

 米澤 真弓 

 北鬼江 慶子 

 明石 須美子 

 有坂 泰志 

 魯 慈忍 

 高橋 昌子 

 佐藤 仁志 

 三田 景子 

 黒川 美恵子 

 伊与田 昌慶 

 向井 忍 

 近藤 公彦 

 中村 欣一郎 

 石原 竜太 

 自治体国際化協会 杉本明子 

 浅田 益章（スマート環境社会研究所 主宰） 

 認定特定非営利活動法人 名古屋 NGO センター 戸村 京子 

 鈴木 逸郎 

 福田 敏彦 



 

 

 

 

 築城 敏美 

 山本 峯生 

 関西 NGO 協議会 代表理事 柏木 宏 

 NPO グローバルプロジェクト推進機構 JEARN 廣田 元子 

 国際開発研究所 ノーティリメイエイ 

 森田 優 

 成島 有史 

   


